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そ
れ
、パ
ワ
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よ
と
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仲
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「
安
倍
一
強
」
の
正
体

	

西
澤
　
清

今
世
紀
に
入
っ
て
私
は
、
首
相
官
邸
の
奥
深

く
に
う
ご
め
く
権
力
的
な
「
異
質
な
モ
ノ
」
を

肌
で
感
じ
と
っ
て
い
ま
し
た
、
安
倍
元
首
相
殺

害
は
、
そ
れ
を
現
実
と
し
、「
安
倍
一
強
」
の
正

体
を
国
民
の
前
に
さ
ら
け
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
件
の
要
因
と
さ
れ
る
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
（
以
下
、
統
一
協
会
。
こ
の
略
称

が
外
国
で
は
一
般
的
）
は
、
韓
国
の
カ
ル
ト
宗

教
団
体
で
、「
韓
国
は
ア
ダ
ム
国
家
、
日
本
は
エ

バ
国
家
（
サ
タ
ン
・
悪
魔
）
の
国
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
霊
感
商
法
等
で
日
本
人
か

ら
の
「
カ
ネ
」
の
吸
上
げ
は
教
義
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
団
体
の
集
会
に
神
道
政
治
連
盟
や

日
本
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
安
倍
首
相
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
閣
僚
級
政
治
家
の
多
く
が

関
係
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、「
票
」
の
欲
し
さ
で
し
た
。
安

倍
の
裁
量
で
当
落
を
左
右
す
る
「
統
一
協
会
票
」

の
割
り
ふ
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ

は
、
祖
父
岸
信
介
が
60
年
安
保
時
に
つ
く
り
あ
げ

た
「
勝
共
連
合
・
統
一
協
会
」
か
ら
の
「
遺
産
」

で
、「
安
倍
一
強
」
の
所ゆ
え
ん以
で
す
。

さ
ら
に
、
統
一
協
会
と
自
民
党
の
家
族
国
家

論
の
共
有
も
重
要
で
す
。
安
倍
政
権
下
に
塚
本

幼
稚
園
の
園
児
が
、
教
育
勅ち
ょ
く
ご語
を
無
邪
気
に
暗

唱
す
る
姿
が
テ
レ
ビ
に
流
れ
、
怖お
ぞ
け気
を
ふ
る
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
勅
語
・「
国
体
の
本
義
」
は
戦
前
の
国
民

統
治
の
柱
で
「
日
本
国
は
家
族
国
家
。
主
権
者

は
『
神
で
あ
る
天
皇
』
で
、
国
民
は
天
皇
（
国

家
）
の
命
令
に
従
う
。
こ
れ
は
親
孝
行
と
一
体

で
、
国
民
は
、
家
庭
で
は
家
長
に
絶
対
服
従
、

男
性
は
強
く
、
女
性
は
男
性
に
従
い
、
優
し
く

あ
る
べ
き
」
と
教
え
ま
し
た
。

一
方
、「
統
一
協
会
・
家
庭
連
合
」
は
、
英
訳

で
は
「
家
族Fam

ily

連
合
」
で
す
。「
神
で
あ

る
教
祖
・
文
鮮
明
」
が
決
め
た
配
偶
者
と
「
合

同
結
婚
式
」
を
行
っ
た
正
し
い
家
族
の
子
ど
も

が
神
の
国
を
地
上
に
創
建
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
男
女
平
等
や
夫
婦
別
姓
、
同
性

婚
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
は
排
除
す
べ
き
と
説

い
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
会
で
票
の
差
配
で
首
根
っ
子
を
押

さ
え
ら
れ
た
議
員
が
、「
家
族
主
義
」
を
声
高
に

主
張
す
る
姿
は
、
統
一
協
会
と
の
一
体
性
を
表

す
も
の
な
の
で
す
。
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（
日
教
組
元
副
委
員
長
）
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